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Ⅰ.平成３０年度事業の考え方
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■酪農・国産牛乳乳製品理解促進広報事業

２８年度からの中期的な戦略を基礎として、日本酪農及び国産牛乳乳製品への生活者の支持・共感を強固にするため、「日本酪農の存在意

義」「安全・安心な国産牛乳乳製品の重要性」「指定団体を通じた生乳流通の重要性」を訴求ポイントとして情報発信を行うとともに、生活者に

対し、「安全・安心の確保」と「酪農産業の持続性」のためには相応のコストを要することを丁寧に情報発信することで、酪農生産基盤強化への

理解・支持の獲得に繋げることを目的に事業を行う。

■地域実践支援事業（酪農教育ファーム活動）

上記を踏まえ、平成３０年度の酪農教育ファーム活動については、現行の認証制度及び推進体制の下、飼養衛生管理基準の遵守及び感染

症防疫マニュアルに則った現場での取組を徹底しながら、酪農の価値、酪農家の生き方に加え、牛乳の風味変化も含む酪農や生乳の特性に

ついて消費者等に直接伝えるため、以下の取組を行うこととする。また、各会議や研修会等の場においては、引き続き日本酪農を巡る情勢な

どについて説明する時間を設ける。

さらに、平成３０年７月に組織的な活動を始めて２０年を迎える酪農教育ファーム活動を振り返り、活動の更なる発展を目指した取組を展開する。



Ⅱ.平成３０年度酪農教育ファーム活動の進捗状況
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１．推進委員会等の開催
（１）全国の酪農教育ファーム推進委員会
①第1回：6/15（書面決議）
■酪農教育ファーム推進委員会委員長及び副委員長の選任
②第2回：3/29
■平成30年度活動報告・31年度活動計画について協議

（２）指定団体担当者会議
第１回：3/5
■平成30年度活動報告・31年度活動計画について協議

（３）酪農教育ファーム活動２０年の節目を踏まえた取組に係る検討会議
第3回：8/30
■酪農教育ファーム活動２０年の節目の取組に係る記念誌の内容等について協議

（４）地域推進委員会への支援・出席

酪農教育ファーム推進委員会 委員名簿
（平成31年2月1日現在）

酪農教育ファーム活動20年の節目を踏まえた取組に係る検討会議 参集者

氏　名 所属・役職等 区分

國分　重隆 日本酪農教育ファーム研究会　会長 教育関係者

角屋　重樹 日本体育大学　児童スポーツ教育学部　教授 教育関係者

清水　ほづみ 清水牧場（愛知県） 酪農家

佐々木　真弓 ホクレン農業協同組合連合会　酪農部　 酪農関係者

姫田　尚 公益社団法人中央畜産会　副会長 酪農関係者

内橋　政敏 一般社団法人中央酪農会議　事務局長 酪農関係者

氏　名 所属・役職等

委員長 羽豆　成二 帝京短期大学生活科学科　前教授

國分　重隆
日本酪農教育ファーム研究会　会長
（東京都教育庁指導部教育開発課東京教師養成塾　教授）

亀山　桂子 三鷹市立羽沢小学校　校長

田山　修三
札幌市観光文化局　文化部文化財課
（北海道教育大学非常勤講師）

角屋　重樹 日本体育大学　児童スポーツ教育学部　教授

大江　靖雄 千葉大学大学院園芸学研究科　教授

青山　浩子 農業ジャーナリスト

木島　俊行 株式会社明治　常務執行役員

渋谷　一典
文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官

渡辺　隆幸
（有）渡辺体験牧場（北海道）
（地域交流牧場全国連絡会　会長）

副委員長 清水　ほづみ 清水牧場（愛知県）

本部　昇 本部農場（宮崎県）

楠木　隆人 ホクレン農業協同組合連合会　酪農部　部長

永井　清 東海酪農業協同組合連合会　代表理事専務

稗島　喜美男 九州生乳販売農業協同組合連合会　代表理事常務
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２．認証制度の適切な運用（新規募集／スキルアップ研修会）

※受講人数159名のうち、2名は
一部プログラム未受講。

地域 開催日 会場 安全・衛生講師 ワークショップ講師 受講者数

大阪市
10月5日

（金）
ユーズツウ 3階
B＋C会議室

愛知県学校給食牛乳協会
事務局長 木島 秀雄

イナアソシエーション
代表 立野 美香

24

福岡市
10月19日

（金）
リファレンス大博多 11階
1109会議室

（有）いとしま動物クリニック
院長 酒井 由紀夫

NPO法人いぶり自然学校
代表理事 上田 融

18

札幌市
11月2日

（金）
北農ビル 11階
第5会議室

酪農学園大学獣医学群
講師 村田 亮

イナアソシエーション
代表 立野 美香

21

東京都
11月13日

（火）
港区立商工会館 2階
研修室

千葉県農業共済組合連合会
中央家畜診療所
係長 島田 亘

NPO法人いぶり自然学校
代表理事 上田 融

40

仙台市
11月30日

（金）
ヒューモスファイヴ 8階
貸会議室 大(Aホール)

千葉県農業共済組合連合会
中央家畜診療所
係長 島田 亘

イナアソシエーション
代表 立野 美香
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合計（認証更新者数） 119

（１）新規認証牧場・ファシリテーターの募集
①指定生乳生産者団体（地域推進委員会）を通じて募集。（11月末締切）
②指定団体による牧場現地審査の実施

（２）スキルアップ研修会の開催

①目的

■酪農教育ファーム活動の基本である「安全・衛生・防疫対策」について、改めて確認を行う。

■講師の知識や考え方を参考にしながら、ファシリテーションスキルを向上させる。
■経験年数や年齢、地域や活動内容等が異なる参加者同士の情報交換等を通じて、自らの酪農教育ファーム活動を客観的に振り返
り、これまでの成果と課題、課題解決の方法等に気づく。

■研修会を通して気づいたことを自分の酪農体験プログラムに反映させ、活動の本来の目的である「酪農を通して食やしごと、いのちの
学びを支援する」にさらに近づける。

■最近の酪農を巡る情勢について、情報と問題意識の共有を図る。

②開催概要・受講人数



④ワークショップ・講師別具体的内容

立野 美香 10/5大阪、11/2札幌、11/30仙台

「“きく”ことでみえてくる相手のオモイ～あなたはどのくらいきくことができていますか～」

◎自身の「きき方」を意識するとともに、「きく」ことの大切さを再認識することで、相手が本当に伝えたいオモイに気付く。

上田 融 10/19福岡、11/13東京

「～話し上手は、きき上手～ 『積極的傾聴』でプログラムの質が格段に変わる」

◎コミュニケーションの基本は「聴く」ことであると気づき、自身の体験プログラムの質を深めるきっかけとする。

5

③プログラム

№ 時 間 内 容

① 11：00～11：05 開会、事務連絡

② 11：05～11：30 主催者挨拶・最近の酪農を巡る情勢説明

③ 11：30～12：30 講演「酪農教育ファームにおける安全、衛生対策の確認」

④ 12：30～13：15 昼食

⑤ 13：15～16：15 ワークショップ

⑥ 16：15～16：30 事務連絡・アンケート記入、閉会

木島秀雄氏
（大阪）

島田亘氏
（東京・仙台）

村田亮氏
（札幌）

酒井由紀夫氏
（福岡）

立野美香氏
（福岡・札幌・仙台）

上田融氏
（大阪・東京）

安全衛生対策・講師

ワークショップ講師

２．認証制度の適切な運用（スキルアップ研修会）



【自由記述】（抜粋）
■安全衛生対策について
●手洗いの重要性が理解できた。飼養衛生管理についても再度見直したいと思う。（大阪）
●人畜共通の病気など更に気を付けたい。（福岡）
●自分の牧場で今、リスクマネージメントや体験のマニュアルを作成する時なので参考にしたい。外国語でのお知らせも作成したい。（札幌）
●衛生管理を徹底していることを外部にアピールする事も重要だと思った。（東京）
●3年に一度、安全衛生の事について、きちんと振り返って確認してみる事はとても大切だと思う。（東京）
●少しゆるくなっていた部分があるように思った。明日からしっかり安全衛生対策をしていこうと思った。（仙台）

■ワークショップについて
●これまで自分の思いの押し付けが多かったが、相手と共に考えることの重要さを認識することが出来た。（大阪）
●聞く事の重要性と伝える事の難しさを学んだ。（福岡）
●とても勉強になった。どんな場面でも（人生の）活用できると思う。この授業をビデオで撮ってもらい、後でもらえれば社員の教育にも使えて良い。
●搾乳体験で、子どもたちに牛の説明だけを長々とするのではなく、子どもたちのニーズや話したい事をくみ取ることも大切なのだと理解した。（東京）
●認証取得の時も「聴く」練習はしていたと思うが、「訊く」ことについては他の人の方法を見る機会が少なかったので大変参考になった。（仙台）

■その他
●スキルアップ研修会の必要性を感じた。（大阪）
●出来れば土日が参加しやすい。（大阪）
●会場が少し分かりにくかった。（東京）
●今回は人数が丁度良いように思った（前回は大人数だったので）。（東京）
●スケジュールを合わせるのが難しい。（東京）
●過去の研修の中で最も興味を持つことができた。（仙台）
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⑤参加者アンケート結果
【５段階評価】

大阪 福岡 札幌 東京 仙台

アンケート回収数 23 18 20 39 14

①今回の研修会は満足できたか。 4.5 4.8 4.8 4.8 4.9

②安全・衛生対策は理解できたか。 4.5 4.6 4.7 4.6 4.8

③ワークショップで新しい気づきがあったか。 4.5 4.8 4.7 4.8 4.9

④コミュニケーションスキルの向上につながったか。 4.2 4.4 4.6 4.5 4.6

⑤今日の気づきや学びを、自らの体験プログラムに反映できそうか。 4.3 4.7 4.7 4.5 4.9

⑥他の受講者とのコミュニケーションを通じた気づきがあったか。 4.3 4.6 4.4 4.6 4.8

⑦研修会の雰囲気は良かったか。 4.7 4.8 4.9 4.8 4.9

⑧今後もこのような研修会に参加したいか。 4.5 4.6 4.8 4.8 4.8

２．認証制度の適切な運用（スキルアップ研修会）
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２．認証制度の適切な運用（スキルアップ研修会）
⑥スキルアップ研修会の様子



２．認証制度の適切な運用（認証審査委員会／認証研修会）

（３）認証審査委員会での審査実施
■開催日：12/21
【審査状況】
①10牧場・48人が「仮認証」（一部「認証」）を取得。（留意事項への対応及び認証研修会の受講により「認証」）
②スキルアップ研修会未受講理由書の提出により22人が「認証期間の延長（1年間）」。
③指定行事による申請により1人が「認証期間の更新（3年間）」。

<<酪農教育ファーム認証審査委員会 委員名簿>>

（４）認証研修会の開催

①目的

酪農教育ファーム活動の目的と意義、酪農教育ファーム認証制度の仕組み、酪農体験学習時の安全衛生対策などを学ぶととも

に、「酪農を通して、食やしごと、いのちの学びを支援する」酪農教育ファームファシリテーターの役割について、参加型のプログラ

ム（ワークショップ）の中で具体的に見つけていく。

<<指定団体別・認証申請数等>>
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氏名 所属

西田　敦子 全国退職女性校長会　顧問

島田　亘 千葉県農業共済組合連合会　中央家畜診療所　係長

松下　克己 松下牧場（静岡県）

髙橋　雅典 東北生乳販売農業協同組合連合会　代表理事専務

内橋　政敏 一般社団法人中央酪農会議　事務局長

管轄 牧場認証
ファシリテーター

認証
未受講理由書

による延長
指定行事による

更新

ホクレン 2 11 5 0
東北 1 2 4 0
関東 4 11 1 0
北陸 0 0 0 0
東海 0 1 3 0
近畿 1 7 0 1
中国 0 8 2 0
四国 0 2 0 0
九州 2 6 5 0
中酪 0 0 2 0

計 10 48 22 1



２．認証制度の適切な運用（認証審査委員会／認証研修会）

（４）認証研修会の開催（続き）
②開催概要・受講人数
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地域 開催日 会場 安全・衛生講師 ワークショップ講師 受講者数

大阪市 1/24～25
ユーズツウ 3階
B＋C会議室

愛知県学校給食牛乳協会
事務局長 木島 秀雄

クールランニング
代表 提中健仁 23

東京都 2/6～7
港区立港勤労福祉会館
第一洋室

千葉県農業共済組合連合
会
中央家畜診療所
係長 島田 亘

合同会社むすひ パート
ナー／ひとつまみの希望
主宰 石川世太

16

札幌市 2/21～22
北農ビル 11階
第5会議室

酪農学園大学獣医学群
講師 村田 亮

NPO法人いぶり自然学校
代表理事 上田融 8

合計（新規ファシリテーター数） 47

③アンケート結果
【5段階評価】

東京 大阪 札幌

アンケート回収数 23 16 8

①今回の研修会は満足できたか。 4.9 4.8 4.8

②酪農教育ファームの目的や仕組みは理解できたか。 4.9 4.8 4.8

③安全・衛生の基準は理解できたか。 4.7 4.8 5.0

④酪農教育ファームファシリテーターの役割は理解できたか。 4.9 4.8 4.9

⑤今後もこのような研修会に参加したいか。 4.8 4.8 4.8

【自由記述】（抜粋）
●とても充実した2日間だった。牧場に持ち帰りフィードバックしたいと思う。（大阪）
●子どもが牛に蹴られたりしないような立ち位置など、乳搾り体験の安全面の確保の例等があ
れば教えてほしい。（大阪）
●ファシリテーターとしてのあり方について深く考えることができてよかった。（東京）
●実務については分からない部分が多いので、冊子等で勉強していきたい。（東京）
●今まで何となくだったファシリテーター像がはっきり見えた。参加できてよかった。（札幌）
●実際に活動されている方のお話を聞いてみたい（札幌）
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２．認証制度の適切な運用（認証牧場数・ファシリテーター数の推移）
（６）認証牧場数及びファシリテーター数の推移（見込み）

②ファシリテーター
平成３０年度当初のファシリテーター数は５７１名であったが、３５名が廃業や退職、認証期間満了等により減少する一方、新規に４７名が認証を
取得し、平成３０年度末（２０１９年度当初）のファシリテーター数は５８３名となる見込み。

①認証牧場
平成３０年度当初の認証牧場数は２８７牧場であったが、８牧場が廃業・ファシリテーター認証失効等により減少する一方、新規認証牧場が１０牧場あり、
平成３０年度末（２０１９年度当初）の認証牧場数は２８９牧場となる見込み。

人数
経営者 5
経営者の家族 10
従業員・社員 9

小　計 24
その他（学生） 1
教育関係者 1
団体職員 4
乳牛を飼養する観光牧場 4
乳牛を飼養する教育的施設 9
乳牛を飼養する研究機関 4

小　計 23
47

新規ファシリテーターの属性

合　計

①牧場で専門的に
酪農に従事する者

②①以外の者

増加 減少

取消
申請

失効

① ② ③=a+b a b ①+②-③
ホクレン 57 2 2 1 1 57 0

東北 34 1 0 0 0 35 1
関東 68 4 2 1 1 70 2
北陸 14 0 0 0 0 14 0
東海 37 0 1 1 0 36 -1
近畿 17 1 0 0 0 18 1
中国 23 0 0 0 0 23 0
四国 6 0 1 1 0 5 -1
九州 30 2 2 1 1 30 0
沖縄 1 0 0 0 0 1 0

計 287 10 8 5 3 289 2

H29年度末
（H30当初）

H30年度末
（H31当初） 前年差

増加 減少

取消
申請

失効

① ④ ③=a+b ② ③ ①+②-③
ホクレン 93 11 5 1 4 99 5 6

東北 69 2 5 0 5 66 4 -3
関東 136 10 8 0 8 138 1 2
北陸 34 0 1 1 0 33 0 -1
東海 76 2 7 1 6 71 3 -5
近畿 45 7 1 0 1 51 0 6
中国 40 8 1 0 1 47 2 7
四国 20 2 1 1 0 21 0 1
九州 54 5 5 1 4 54 5 0
中酪 4 0 1 0 1 3 2 -1

計 571 47 35 5 30 583 22 12

H30年度末
（H31当初） 前年差うち、理由書

による

1年延長

H29年度末
（H30当初）



１．全体概要
調査項目

調査対象数（認証牧場数） 301 牧場 301 牧場
回答数（a） 211 牧場 175 牧場
回答率 70.1 ％ 58.1 ％
受入団体数（ｂ） 15,210 団体 5,202 団体
受入人数（ｃ） 308,410 人 92,834 人
1回あたり平均体験者数(c/b) 20 人 18 人
牧場あたり平均体験団体数(b/a) 72 団体 30 団体
牧場あたり平均体験人数(c/a) 1,462 人 530 人
1牧場あたり最大体験団体数 2,798 団体 1,719 団体
1牧場あたり最大体験者数 40,649 人 33,153 人

２．指定団体別　受入団体数・人数

回答数 （調査対象数） 回収率 受入団体数 受入人数 回答数 （調査対象数） 回収率 受入団体数 受入人数 受入団体数 受入人数
北海道 36 62 58.1% 5,395 74,922 42 62 67.7% 2,491 12,415 7,886 87,337
東北 20 39 51.3% 226 9,978 23 39 59.0% 133 5,822 359 15,800
関東 63 70 90.0% 5,690 102,725 29 70 41.4% 608 44,114 6,298 146,839
北陸 13 14 92.9% 443 5,540 13 14 92.9% 116 1,444 559 6,984
東海 22 40 55.0% 1,201 39,190 33 40 82.5% 1,364 16,917 2,565 56,107
近畿 8 15 53.3% 32 34,464 0 15 0.0% 0 0 32 34,464
中国 16 22 72.7% 990 10,031 16 22 72.7% 189 4,835 1,179 14,866
四国 4 7 57.1% 460 3,129 1 7 14.3% 60 893 520 4,022
九州 29 30 96.7% 773 28,431 17 30 56.7% 238 6,357 1,011 34,788
沖縄 0 2 0.0% 0 0 1 2 50.0% 3 37 3 37

合計 211 301 70.1% 15,210 308,410 175 301 58.1% 5,202 92,834 20,412 401,244

３．受入先区分別　受入団体数・人数

受入団体数 受入人数
受入団体
数比率

％

受入人数
％

受入団体数 受入人数
受入団体
数比率

％

受入人数
％

受入団体数 受入人数
受入団体
数比率

％

受入人数
％

保育園・幼稚園 370 20,195 2.4% 6.5% 179 8,289 3.4% 8.9% 549 28,484 2.7% 7.1%
小学校 798 49,717 5.2% 16.1% 299 20,572 5.7% 22.2% 1,097 70,289 5.4% 17.5%
中学校 468 24,760 3.1% 8.0% 66 2,217 1.3% 2.4% 534 26,977 2.6% 6.7%
高等学校 222 6,883 1.5% 2.2% 111 2,841 2.1% 3.1% 333 9,724 1.6% 2.4%
大学 専門学校 244 3,852 1.6% 1.2% 106 844 2.0% 0.9% 350 4,696 1.7% 1.2%
特別支援 学校 114 3,188 0.7% 1.0% 33 861 0.6% 0.9% 147 4,049 0.7% 1.0%

学校等の計 2,216 108,595 14.6% 35.2% 794 35,624 15.3% 38.4% 3,010 144,219 14.7% 35.9%
子供会等 の団体 810 30,785 5.3% 10.0% 369 12,927 7.1% 13.9% 1,179 43,712 5.8% 10.9%
家族連れ等 の個人 11,822 164,903 77.7% 53.5% 3,885 43,000 74.7% 46.3% 15,707 207,903 76.9% 51.8%
外国人 のグループ 333 3,625 2.2% 1.2% 154 1,283 3.0% 1.4% 487 4,908 2.4% 1.2%
その他（イベントなど） 29 502 0.2% 0.2% 0 0 0.0% 0.0% 29 502 0.1% 0.1%

個人グループの計 12,994 199,815 85.4% 64.8% 4,408 57,210 84.7% 61.6% 17,402 257,025 85.3% 64.1%
合計 15,210 308,410 100.0% 100.0% 5,202 92,834 100.0% 100.0% 20,412 401,244 100.0% 100.0%

上期 下期

指定団体等名
上期 下期 通年

区分

上期 下期 通年
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２．認証制度の適切な運用（H29年度活動実態調査・牧場での体験受入）
（５）活動実態調査の実施

①牧場での体験受入
■調査期間：平成29年4月1日～平成29年3月31日
■調査対象：認証牧場



12

２．認証制度の適切な運用（H29年度活動実態調査・牧場での体験受入）
（５）活動実態調査の実施 （①牧場での体験受入の続き）

＜参考①＞受入先区分別　受入団体数の推移 単位：団体
区分 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

保育園・幼稚園 753 615 836 968 599 997 1,227 734 739 728 668 549
小学校 1,474 1,589 2,054 2,116 1,385 1,908 1,973 1,906 1,748 1,626 1,577 1,097
中学校 895 868 888 1,126 519 973 1,013 775 702 649 617 534
高等学校 421 350 386 527 207 400 629 349 427 410 436 333
大学 専門学校 374 346 443 499 229 364 415 404 330 446 419 350
特別支援 学校 271 249 231 308 194 238 347 233 197 229 220 147

学校等の計 4,188 4,017 4,838 5,544 3,133 4,880 5,604 4,401 4,143 4,088 3,937 3,010
子供会等 の団体 1,431 1,524 1,762 2,146 663 1,324 1,910 1,588 1,102 1,342 1,246 1,179
家族連れ等 の個人 23,490 30,589 22,105 116,070 45,964 20,146 56,565 33,603 15,440 24,920 21,083 15,707
外国人 のグループ 810 606 487
その他（イベントなど） 3,753 70 157 627 389 419 3 6 29

個人グループの計 24,921 32,113 23,867 121,969 46,697 21,627 59,102 35,580 16,961 27,075 22,941 17,402
合計 29,109 36,130 28,705 127,513 49,830 26,507 64,706 39,981 21,104 31,163 26,878 20,412

＜参考②＞受入先区分別　受入人数の推移 単位：人
区分 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

保育園・幼稚園 45,030 37,038 56,161 56,137 31,225 57,672 67,783 34,370 34,691 32,575 33,250 28,484
小学校 90,067 93,322 123,373 120,051 87,882 122,026 116,950 107,431 109,867 96,889 95,015 70,289
中学校 56,508 49,907 39,875 50,112 27,425 60,711 57,146 44,827 37,254 30,043 36,541 26,977
高等学校 25,368 20,730 17,002 19,818 13,430 15,772 18,227 14,790 16,191 15,200 16,735 9,724
大学 専門学校 7,370 12,201 8,404 8,986 5,427 7,239 8,832 5,672 5,800 4,505 5,024 4,696
特別支援 学校 7,573 6,466 4,627 6,656 4,620 6,499 10,039 5,610 4,770 5,872 5,915 4,049

学校等の計 231,916 219,664 249,442 261,760 170,009 269,919 278,977 212,700 208,573 185,084 192,480 144,219
子供会等 の団体 45,636 54,103 71,182 63,812 21,327 42,007 63,780 51,281 35,468 48,484 43,042 43,712
家族連れ等 の個人 277,588 416,940 384,944 548,048 210,776 429,320 469,292 258,260 246,410 240,982 220,339 207,903
外国人 のグループ 4,682 5,652 4,908
その他（イベントなど） 5,609 9,731 2,638 19,197 3,008 4,882 194 84 502

個人グループの計 323,224 471,043 456,126 617,469 241,834 473,965 552,269 312,549 286,760 294,342 269,117 257,025
合計 555,140 887,983 705,568 879,229 411,843 743,884 831,246 525,249 495,333 479,426 461,597 401,244

■平成22年度：宮崎
県で口蹄疫発生
■平成25年度：大規

模な観光牧場で、集
計方法の変更（酪農
教育ファーム活動に
該当しない来場者を、
受入人数から外す）



１．全体概要
調査項目

調査対象数（ファシリテーター数） 609 人 609 人
回答数（a） 240 人 250 人
★実施あり 59 人 55 人
★実施なし 181 人 195 人
回答率 39.4% ％ 41.1% ％
①単数　回数（訪問件数） 216 件 104 件
②継続　回数（訪問件数） 77 件 84 件
回数（訪問件数）の計（ｂ） 293 件 188 件
①単数　体験人数 13,566 人 7,276 人
②継続　体験人数 10,112 人 9,498 人
体験人数の計（ｃ） 23,678 人 16,774 人
1人あたり平均訪問件数(b/a) 1.2 人 0.8 人
1人あたり平均体験人数（c/a) 99 団体 67 団体
1人あたり最大回数（訪問先数） 57 団体 34 団体
1人あたり最大体験者数 4,120 人 4,200 人

２．指定団体別　回数（訪問先数）・体験者数

回答数 ★実施あり ★実施なし （調査対象数） 回収率 回数（訪問先数） 体験者数 回答数 ★実施あり ★実施なし （調査対象数） 回収率 回数（訪問先数） 体験者数 回数（訪問先数） 体験者数
北海道 34 5 29 101 33.7% 10 354 42 3 39 101 41.6% 11 633 21 987
東北 32 8 24 80 40.0% 25 1,652 36 6 30 80 45.0% 8 810 33 2,462
関東 60 16 44 140 42.9% 59 7,661 38 13 25 140 27.1% 63 7,336 122 14,997
北陸 20 5 15 42 47.6% 15 399 31 4 27 42 73.8% 9 1,168 24 1,567
東海 15 1 14 83 18.1% 5 274 51 6 45 83 61.4% 23 2,170 28 2,444
近畿 8 1 7 44 18.2% 1 31 0 0 0 44 0.0% 0 0 1 31
中国 15 4 11 40 37.5% 11 350 16 6 10 40 40.0% 20 1,016 31 1,366
四国 2 0 2 17 11.8% 0 0 2 0 2 17 11.8% 0 0 0 0
九州 51 19 32 55 92.7% 167 12,957 33 16 17 55 60.0% 51 3,191 218 16,148
中酪管轄（沖縄含む） 0 0 0 7 0.0% 0 0 1 1 0 7 14.3% 3 450 3 450

合計 237 59 178 609 38.9% 293 23,678 250 55 195 609 41.1% 188 16,774 481 40,452

３．訪問先区分別　回数（訪問先数）・体験者数

回数（訪問先数） 体験者数
回数比率

％

体験者数
比率
％

回数（訪問先数） 体験者数
回数比率

％

体験者数
比率
％

回数（訪問先数） 体験者数
回数比率

％

体験者数
比率
％

保育園・幼稚園 67 4,731 22.9% 20.0% 38 3,421 20.2% 20.4% 105 8,152 21.8% 20.2%
小学校 64 4,385 21.8% 18.5% 85 6,417 45.2% 38.3% 149 10,802 31.0% 26.7%
中学校 68 493 23.2% 2.1% 11 214 5.9% 1.3% 79 707 16.4% 1.7%
高等学校 2 27 0.7% 0.1% 1 100 0.5% 0.6% 3 127 0.6% 0.3%
大学 専門学校 5 124 1.7% 0.5% 2 180 1.1% 1.1% 7 304 1.5% 0.8%
特別支援 学校 1 120 0.3% 0.5% 2 205 1.1% 1.2% 3 325 0.6% 0.8%
上記以外の学校・団体等 22 1,062 7.5% 4.5% 8 277 4.3% 1.7% 30 1,339 6.2% 3.3%

学校等の計 229 10,942 78.2% 46.2% 147 10,814 78.2% 64.5% 376 21,756 78.2% 53.8%
イベント会場 64 12,736 21.8% 53.8% 41 5,960 21.8% 35.5% 105 18,696 21.8% 46.2%

合計 293 23,678 100.0% 100.0% 188 16,774 100.0% 100.0% 481 40,452 100.0% 100.0%

上期 下期

指定団体等名
上期 通年

区分

上期 下期 通年

下期
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２．認証制度の適切な運用（H29年度活動実態調査・出前教室型）
（５）活動実態調査の実施

②出前教室型
■調査期間：平成29年4月1日～平成30年3月31日
■調査対象：ファシリテーター
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２．認証制度の適切な運用（H29年度活動実態調査・出前教室型）
（５）活動実態調査の実施 （②出前教室型の続き）

＜参考①＞訪問先区分別　回数（訪問先数）の推移 単位：か所
区分 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

保育園・幼稚園 116 109 74 40 75 89 65 78 46 105
小学校 111 85 185 146 109 110 195 112 90 149
中学校 16 20 125 21 23 3 12 9 12 79
高等学校 7 3 14 7 8 4 6 6 5 3
大学 専門学校 11 2 17 17 6 10 7 3 7 7
特別支援 学校 4 2 8 4 4 3 4 2 1 3
上記以外の学校・団体等 26 15 39 66 28 67 23 30 18 30

学校等の計 291 236 462 301 253 286 312 240 179 376
イベント会場 353 93 684 90 73 116 76 71 73 105

合計 644 329 1,146 391 326 402 388 311 252 481

＜参考②＞訪問先区分別　体験者数の推移 単位：人
区分 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

保育園・幼稚園 3,513 5,365 4,478 6,992 8,721 6,505 7,299 2,999 8,152
小学校 1,614 11,329 13,984 10,822 8,022 8,830 7,391 4,977 10,802
中学校 992 8,140 1,465 2,024 79 428 594 447 707
高等学校 40 1,905 409 329 420 144 144 99 127
大学 専門学校 0 686 589 565 838 512 184 583 304
特別支援 学校 0 119 51 138 165 244 220 120 325
上記以外の学校・団体等 939 1,453 2,432 2,195 1,687 1,140 1,224 1,034 1,339

学校等の計 0 7,098 28,997 23,408 23,065 19,932 17,803 17,056 10,259 21,756

イベント会場 40,687 27,384 138,322 100,259 214,561 99,207 33,738 14,873 18,696
合計 0 47,785 56,381 161,730 123,324 234,493 117,010 50,794 25,132 40,452

デ
ー
タ
な
し
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３．実践者の拡大・普及（酪農教育ファーム20年の節目に係る取組）
（１）「記念行事（シンポジウム）」の開催

※その他、会場外ロビーに、子どもたちからの絵や手紙、ポスター、活動ツール、関連書籍等の「展示コーナー」を設置。

①開催主旨
■酪農教育ファーム活動（以下「活動」という）の原点、歴史、現状を確認する。
■活動の価値と役割を、活動の実践者で共有するとともに、次世代につなげる。
■活動は、指定団体・酪農家・教育関係者等が連携して行う、酪農産業ならではの価値ある社会貢献であることを踏まえ、国が取り組む食育推進に係る
動きも意識しつつ、活動の価値と役割を、認証を取得していない酪農家を含め広くPRする。

■これらを踏まえ、活動の実践者のモチベーションを高め、さらに発展するための活動のあり方を追求する。

②主催：一般社団法人 中央酪農会議、酪農教育ファーム推進委員会
③後援：農林水産省
④協力：地域交流牧場全国連絡会、日本酪農教育ファーム研究会、指定生乳生産者団体
⑤開催日時・場所
平成３０年９月２２日（土）１３時～１７時
ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ京橋 ホール２２Ａ（東京都中央区京橋２－２－１京橋エドグラン２２階）
⑥参加者 ２０８人
（酪農教育ファームファシリテーター、酪農教育ファーム活動を実践する教育関係者、指定生乳生産者団体、酪農教育ファーム地域推進
委員会、関係団体、行政、報道関係者、酪農教育ファーム活動に興味のある一般消費者等）

⑦プログラム
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シンポジウム：当日の様子①展示コーナー、挨拶、オリエンテーション

16

展示コーナー
（会場外ロビー）

主催者挨拶
（迫田専務理事）

主催者挨拶
（羽豆委員長）

来賓挨拶
（農水省・水野牛
乳乳製品課長）

オリエンテーション
（DVD上映）

会場の様子
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亀田氏

小西氏・田中氏

大藪氏・藤田氏

シンポジウム：当日の様子②実践発表
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廣瀬氏 清水氏 横山氏 渋谷氏 姫田氏 小谷氏

國分氏による総括
会場からの意見

シンポジウム：当日の様子③パネルディスカッション、総括
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■回収数：100

①今回のシンポジウムは満足できたか

②自由記述（一部抜粋）
●大変参考になる発表ばかりで、今後の活動のアイディアがいくつも出てきた。
●活動の価値を再認識することができた。
●20年続く中で、多くの関係者が協働しながら発展させてきた歴史がよく分かった。
●関係者の方の熱い思いを感じ、この活動は今後の食育の中でも重要になってくると思った。
●パネルディスカッションは大変興味深く、原点の再確認、現状、そして未来に向けての課題を掘り起こして議論を深める
進行に、より理解が高まった。
●パネルディスカッションに女性酪農家がいなかったのは残念だった。

シンポジウム：アンケート結果
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３．実践者の拡大・普及 （酪農教育ファーム20年の節目に係る取組）
（２）「記念誌」の作成・配布

①20周年記念誌 感動通信別冊 「未来につなぐ酪農教育ファーム」
■体裁：A4・100ページ
■発行月：平成30年11月
■部数・配布先：3,200部、約2,000か所（ファシリテーター、教育関係者、指定団体、指定団体会員、関係団体、行政、報道関係者等）
■内容：

●第1章「酪農を通した食やしごと、いのちの学び」
小学校、中学校、特別支援学級など、これまでさまざまな学校等で行われた酪農教育ファーム活動の事例を紹介。

●第2章「酪農教育ファーム２０年の軌跡」
酪農教育ファーム推進委員会を立ち上げ、組織的な酪農教育ファーム活動が始まってからこれまでの活動の歴史、地域推進
委員会における取り組みを紹介。
●第3章「酪農教育ファーム、教育的効果の検証」
過去に実施された、酪農教育ファーム活動の教育的効果に関する研究内容を4つ掲載。

●第4章「酪農教育ファームファシリテーター、北から南にリレー紹介」
全国で活動を行う酪農教育ファーム認証牧場・ファシリテーターの個々の取り組みや思いをリレー形式で紹介。

●第5章「酪農教育ファームの思いをつなぎ、バトンを引き継ぐ」
これからの活動を担う若手酪農家や農業高校等における取り組みと、シンポジウムのパネルディスカッションの内容。
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３．実践者の拡大・普及 （酪農教育ファーム20年の節目に係る取組）
②映像（DVD）「食やしごと、いのちの学び～酪農教育ファーム20年のあゆみ～」
■時間：15分
■発行月：平成30年11月
■部数・配布先：2,200部、約2,000か所（ファシリテーター、教育関係者、指定団体、指定団体会員、関係団体、行政、報道関係者等）
■内容：推進委員会で過去に制作した映像の再編集を基本に、新たに酪農家・教育関係者へのインタビューを加え、酪農教育ファーム活
動の歴史、成果、価値や役割、今後等についてまとめた映像資材。
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３．実践者の拡大・普及 （酪農教育ファーム20年の節目に係る取組）
（３）取組内容の展開（広告・広報）

①広告掲載等

№ 媒体等 掲載号等 スペース等 内容

1 デーリィマン
7月号

（6月末発行）
カラー
3ページ

■（1.75P)酪農家取材記事（推進委員会立ち上げに関わった酪農家）
【デーリィパラダイス伊藤牧場・伊藤立さん（愛知県）インタビュー】
■（0.25P）シンポジウム告知

2 デーリィジャパン
6月号

（5月末発行）
カラー
3ページ

■（2P）酪農教育ファーム20年の歩み【内橋事務局長インタビュー】
■（1P）シンポジウム告知

7/1号
カラー
15段

■（10段）酪農教育ファームの成り立ち、酪農家取材
【①池田牧場・小川香奈さん（広島県）インタビュー、②羽豆成二委員長インタビュー】
■（5段）シンポジウム告知

9/20
ホル協特集号

カラー
15段

■（10段）酪農教育ファームの成り立ち、酪農家等取材
【①蔵王酪農センター・笠原新一さん（宮城県）、②ABITANIAジャージーファーム・安原栄蔵さん（青森県）インタビュー】
■（5段）広告（新規認証募集）

7/2号
モノクロ
10段

■教育関係者・酪農家取材記事
【①日本酪農教育ファーム研究会会長・國分重隆先生インタビュー、②加茂牧場・加茂太郎さん（千葉県）インタビュー】
■シンポジウム告知

Yell創刊号
（7月上旬発行）

カラー
1ページ

7/2号記事広告の再構成記事

（6月下旬発送） ― 受講者募集ダイレクトメール（東京都内の小中学校2153校）

10/22号
モノクロ
10段

■シンポジウム取材記事

Yell　1号
（11月発行）

カラー
2ページ

■シンポジウム取材記事

5 日本農業新聞 10/25 モノクロ15段 ■シンポジウム取材記事

6 畜産コンサルタント
11月号

（11/1発行）
カラー
1ページ

■酪農教育ファーム新規認証牧場・ファシリテーター募集告知

3 全酪新報

4 日本教育新聞
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３．実践者の拡大・普及 （酪農教育ファーム20年の節目に係る取組）
（３）取組内容の展開（広告・広報）

②取り上げ（把握分）

№ 媒体等 掲載日・掲載号等 内容

1 農業共済新聞 5月4週号
■酪農家ルポ【松下牧場・松下克己さん（静岡県）を紹介】
■有識者インタビュー【千葉大学大学院・大江靖雄教授】

2 日本農業新聞 7/1 ■「現場からの農村学教室」での取り上げ（松原明子氏記事執筆）

3 酪農乳業速報 夏季特集号（8月下旬） ■酪農教育ファーム20年のあゆみとこれから【内橋事務局長インタビュー】

4 酪農経済通信 夏季特集号（9月上旬） ■酪農教育ファーム20年のあゆみとこれから【内橋事務局長インタビュー】

5 畜産コンサルタント 9月号 ■シンポジウム告知

6 酪農経済通信 9/26 ■シンポジウム取材記事

7 酪農乳業速報 9/26、10/2 ■シンポジウム取材記事

8 デーリィマン 11月号 ■シンポジウム取材記事

9 デーリィジャパン 11月号 ■シンポジウム取材記事

10 日本農業新聞 10/1 ■論説での20周年取り上げ

11 全酪新報 10/1号 ■シンポジウム取材記事

12 畜産コンサルタント 11月号 ■シンポジウム取材記事

（グリーンチャンネル放映日）
※「がんばる！畜産2」とは（公社）中央畜産会が制作する優れた畜産物生産・経営技術等
を取材した30分の映像番組。インターネットへの掲載をメインに、グリーンチャンネルでも
放映。

11/5
『復興支援酪農体験　もーもースクールin飯館』
■9/29開催・被災地復興支援酪農体験「モーモースクールin飯館（福島県）」の様子
■小沢牧場・小沢正さん（福島県）インタビュー

11/12
『酪農を通して食・しごと・いのちの学びを未来につなぐ　酪農教育ファーム20周年』
■9/22開催・シンポジウム「酪農教育ファーム20年を節目に」の様子
■岡崎牧場・鹿島利三郎さん（高知県）牧場での体験受入の様子とインタビュー

がんばる！畜産213

※その他、指定団体会報誌や、本会議機関紙等（感動通信、ミルククラブ、中酪情報、ホームページ、Facebook等）にて取り上げ。



４．安全・衛生・防疫対策
（１）各研修会での啓発
①認証研修会、スキルアップ研修会における講演の実施

（２）最新の情報の伝達
①ＨＰを通じた情報及び資材（手洗い大作戦、各種マニュアル等）の提供
②機関誌「感動通信」を通じた最新情報の提供

５．広報
（１）機関紙「感動通信」
①20周年記念誌 感動通信別冊「未来につなぐ酪農教育ファーム」：11月発行
②ｖｏｌ.54：1/1発行
■広瀬牧場（北海道）で体験を行った札幌市立北園小学校への取材記事、大阪市立高槻特別支援学校（大阪府）
での出前授業の取り組み、シンポジウムの概要、スキルアップ研修会（「きく」をテーマにワークショップ）の概要等。

③ｖｏｌ.55：3/31発行
■H30年度認証研修会の概要、新宿区立戸山小学校における牛乳の風味変化に関する授業実践、地域における
酪農教育ファーム活動等。

（２）ホームページによる情報発信（http://www.dairy.co.jp/edf/）
①酪農教育ファームの概要、事例、調査報告、各種データ等の掲載
②各種会議や研修会等の開催案内・プレスリリース、開催結果の掲載
③活動支援ツール及び情報誌の紹介、関係者等からの申込受付

（３）facebook公式ページによる情報発信
（https://www.facebook.com/rakunoukyouikufarm/）
①酪農教育ファームホームページと連動した内容
②その他酪農教育ファームに関する各種情報

<<感動通信vol.54>>
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ホームページ⇒

http://www.dairy.co.jp/edf/
https://www.facebook.com/rakunoukyouikufarm/


（１）既存の教材等の増刷・配布
①「酪農教育ファーム紹介チラシ」の更新
②「なるほどミルク」の増刷

（２）各種研修会用ツール及び新規認証者へのツールの制作
①「酪農体験学習マニュアル」の増刷
②新規認証証・認証カードの制作・配布
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６．制作物

７．他団体との連携等
（１）地域交流牧場全国連絡会
各種会議等における酪農教育ファーム事業の説明、東日本大震災復興支援事業・熊本地震の震災復興に係るわくわくモーモースクール
への協力等。

（２）日本酪農教育ファーム研究会
定期総会（6/17）、例会（9/23）に参加。

（３）中央畜産会
畜産映像情報「がんばる！畜産2」での酪農教育ファームの取り上げ2本（インターネットへの掲載及びグリーンチャンネルでの放映）
『①酪農を通して食・しごと・いのちの学びを未来につなぐ 酪農教育ファーム20周年』、『②復興支援酪農体験 もーもースクールin飯館』

（４）Jミルク
酪農乳業食育推進研修会（8/28）に出席
牛乳食育研修会（9/13-14山形県・10/18-19神奈川県・11/8-9熊本県）への後援・資材提供
ミルクの達人１dayセミナー（1/29宇都宮市・2/18帯広市）への後援・資材提供

（５）農林水産省「食育活動表彰」への協力

（６）内閣府「子育て応援コンソーシアム 第３回会合」への出席
子育てを応援する社会的な機運の醸成を目的に、内閣府特命担当大臣（少子化担当）をヘッドとし各分野の業界団体から成る協議会。1

第3回会合（1/16）では農林漁業・食品の団体等が招集され、事例発表・意見交換を実施。本会議は酪農教育ファーム活動の概要等につい
て発言。

認証カード

認証証 なるほどミルク 紹介チラシ


